
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 特設分科会４設定の趣旨 

岩手県の中学生の課題の一つは学力です。学

校として、どんな手法でこの課題に取り組んで

いけばよいのでしょう。 

そう考えたときに、岩手県の小学校での取組

が参考になると考えました。その理由は、岩手

県の小学生の学力が全国でもトップクラスに

あるからです。学力向上に成果を上げている小

学校は、取組を学校が一体となって進めていま

す。一人の児童の学力を向上させるために複数

の教員がチームとなって取り組んでいます。 

これに対して、中学校の現状を振り返ってみ

ると、例えば、数学の点数が低ければ数学科の

教科担任が頑張ればよいという考えになって

しまうことが多く、学校全体で生徒の数学の学

力を高めるための取組をすることは、ほとんど

なかったのではないかと思います。また、岩手

では、小規模校が多く、同じ教科の先生が一つ

の中学校に一人しかいない場合が多いのが現

状です。学力向上に小学校がチームで取り組ん

でいるのに対し、中学校は個人で取り組んでき

たと言えるかもしれません。この取組体制の違

いが、小学校と中学校の学力差につながる要因

の一つではないかと考えました。 

このことから、中学生の学力向上のキーワー

ドは、「学校ぐるみ」ではないかと考えました。 

さらに、学校ぐるみで取り組む際には「いわ

てスタンダード」と「Ｇアップシート」が有効

な手立ての一つではないかと考え、｢いわてス

タンダード｣｢Ｇアップシート｣を活用し、学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぐるみで取り組むことによって、中学生の学力

を向上させることができるのではないかとい

う仮説をたてました。 

そして、平成 24 年度に研究実践校として、

紫波町立紫波第一中学校、紫波町立紫波第二中

学校、紫波町立紫波第三中学校、釜石市立甲子

中学校、山田町立豊間根中学校の５校におい

て、「いわてスタンダード」と「Ｇアップシー

ト」を活用した学校ぐるみの学力向上に取り組

んでいただきました。これらの研究実践校の取

組や校長先生方のお考えから、教科の枠をこえ

た学力向上策はどうあればよいのかについて

考えを深めていただき、各校での取組の参考に

していただければと思います。 

 

２ 研究実践校発表の概要 

(1) 紫波町立紫波第一中学校 

「Ｇアップシート」は、平成 23 年度にも活

用していたが、やらせっぱなしになりがちな

問題があった。今年度は、月曜日の終学活を

15 分延長して「Ｇアップシート」の確認テス

トに取り組んだ。確認テストは、生徒の学習

意欲向上と学力向上に有効である。特に、小

テストも取り入れた数学に大きな伸びが見ら

れた。 

 (2) 紫波町立紫波第二中学校 

生徒が学習内容を理解する手立てとして

「Ｇアップシート」は有効であった。教師に

とっても、「Ｇアップシート」を活用させよう

と考えることが教材研究につながった。県学
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調において、数学と英語で点数にも大きな伸

びが見られた。特に、数学の活用問題（一問）

において、県平均より 14.5 ポイントも高い結

果が得られた。国語は、文法の学習（言語事

項）が最も有効であった。 

 (3) 釜石市立甲子中学校 

第三学年を中心に放課後学習や週末課題で

「Ｇアップシート」に取り組んだ。そのこと

が家庭学習時間の増加、学習意欲の向上、成

績の向上に確実につながった。大幅な学力向

上を達成した生徒もいる。特にも、中位層の

生徒から下位層の生徒には、定着度が高く、

効果が大きいことが分かった。 

 (4) 山田町立豊間根中学校 

家庭学習として「Ｇアップシート」を活用

するシステムを作って取り組んだ。「朝の会で

回収・点検、昼休みに未提出者の徹底指導、

終学習での答え合わせ、誤答分析、その後の

確認テストと誤答分析」というサイクルで全

教員が指導に当たった。家庭学習時間や学習

内容の質の向上が図られ、「分かるようになっ

た」「やってよかった」という成就感から生徒

の学習意欲向上につながった。取組の成果と

して、特にも、知識や技能にかかわる問題の

正答率が向上した。 

 

３ パネルディスカッション 

 

福士：よろしくお願いします。本分科会は、「い

わてスタンダード」「Ｇアップシート」を学力

向上の一つの手立てとして、どのように学力向

上に取り組むかということがねらいとなってい

ます。本日の最初に長根研修指導主事から「今

日の特設分科会のキーワードは学校ぐるみで

す」という話がありました。学校ぐるみとなっ

てくると、リーダーシップを取っていらっしゃ

る校長先生のお考えが大切になってきます。ま

ず、学校経営という視点からどんな工夫がなさ

れてきたのかということを、先ほどの実践発表

を含めてお話しいただきたいと思います。紫波

三中さんにつきましては先ほど実践発表があり

ませんでしたので、その部分も含めてお話しい

ただきたいと思います。 

 

 

岩泉：今年度取り組む前から、紫波一中では改

訂前のものを使った取り組みをしていました。

そのことが下地となり、今年度の取り組みが始

まっていきました。まず「やってみる」という

ことだったのですが、事前に先生方に意識があ

ったということで、スムーズに始まりました。

私は今年度から赴任したわけで、何らかのリー

ダーシップを発揮する必要があるのか考えてい

たのですが、先生方に聞くともう使っていると

いう返事が返ってきました。そのため私がどう

こう言うよりも実践のプロジェクトチームに考

えてもらって取り組んでもらいました。学習委

員会も巻き込んで「Ｇアップシート」の取り組

みを進めてきました。以前から学習委員会が回

収して丸付けをするという活動があったのです

が、それに「Ｇアップシート」を活用するとい

う形でした。ボトムアップの取り組みにした方

が持続可能になるのではないかということも、

プロジェクトチームに任せたねらいでもありま



した。特に生徒自身が取り組む形にできるので

あれば、教師の負担も減らせるのではないかと

思います。そこでキーワードの二つ目「任せる」

ということで、各係の活動を設定しました。せ

っかく生徒が取り組んでいますので、その取り

組みを評価していくことが必要と考えていまし

たし、その段取りを組んでいる先生方の励みに

もなるということで、三つ目のキーワードに「励

ます」というものをあげました。「Ｇアップシ

ート」を先生方だけでなく学習委員会の取り組

みにすることは、生徒に自主的・主体的に学習

に向かわせるというきっかけになるのではない

かと考えました。 

 

藤原：本校で行ったのは、最初に学力向上の「学

びの基盤を作る」ということです。授業だけで

なく、授業を支える小さな手立てをしていきま

しょうということです。これと並行して「Ｇア

ップシート」を使いました。「学びの基盤」と

は、読み取れる、聞き取れるなど学びのベース

になる力で、これは「Ｇアップシート」を使う

ときに大変有効に働きました。手立てとしては、

以前から紫波三中で行われていた朝練、ノーチ

ャイムなど主体的な取り組みを機能させまし

た。基本スキルとしては朝読書、小集団での話

し合いなどをよく使いました。「相乗的に機能

させる」というのは、こういう小さな取り組み

を、互いを補完するような取り組みとして使っ

ていくということです。「Ｇアップシート」も

同じような考えで使いました。これを単発で使

わず、基盤作りと絡めて使い、非常に自然な形

で使用できました。スキルを身に付けるという

意味で、本校には「チョコ勉タイム」というの

があります。これは放課後の教え合いタイムな

のですが、「Ｇアップシート」を課題として出

し、その時間の中で教え合いをしました。これ

が、学習意欲の向上や家庭学習の充実に大きな

役割を果たしたと思います。 

 

 

髙橋：本校では昨年度から「Ｇアップシート」

を活用しようと話していましたが、実際は活用

されていませんでした。そこで今年度は、活用

するという前提で研究主任に方法を考えてもら

いました。なぜ使うことを決めたかというと、

理由は三点あります。一点目は、学力向上が喫

緊の課題であり、センターからこのような良い

ものが出されているのだからぜひ活用しようと

いうことです。二点目は本校の生徒の実態を見

たときに、授業に対して受け身的であり、その

理由は基礎的・基本的な力の不足ゆえに自信が

ないのではないかと考えました。そこで、基礎

的・基本的な力を付けるために「Ｇアップシー

ト」を使ってみようということです。三点目は

人材育成の視点です。「Ｇアップシート」は県

内全ての中学校に配付されますので、本校の先

生方がこれから他校に行っても今回の研究の成

果を活用できるのではないかと考えたからで

す。具体的な取り組みについて三つのキーワー

ドでお話しします。一つは「校内体制」です。

学校全体で取り組んだのは教科の先生の負担を

減らす面もありますが、学級担任が学級の生徒

がどんな学習をしているのか把握し、励ました

りしていくことが重要ではないかと考えたから



です。また、他教科の先生に協同意識を持たせ

たいと思ったからです。二つめは「システム化」

です。10 分間学習を設定し教科担任が入ること

でやらせっぱなしにしない、確認テストを行う

ことで繰り返し行うようにする、集計表に入力

することで学力の落ちている部分を見つけやす

くするなどです。生徒の側から見ても流れがは

っきりしているので取り組みやすいのではない

かと感じています。三つめは「成就感」です。

三年生も一年生の問題から取り組んでいますの

で、「できた」という気持ちを感じているよう

です。教科の宿題にもしていますので、学習し

たことが授業で役立つことも多く、成就感を感

じているようです。 

 

福士：三人の校長先生から、思いや学校の実態

を加味した取り組み状況を教えていただきまし

た。今度は、こういう取り組みで効果があった、

こういう信念の元にやって良かったと思うこと

をお話しいただければと思います。結果だけで

なく過程の中で、生徒や先生や地域にとってと

いう視点でお願いします。 

 

岩泉：「Ｇアップシート」が子ども達に好評で

あったということ、やったことで基礎基本が身

についていると生徒が実感していることが良か

ったと思うことです。また、こういったことは

「Ｇアップシート」の取り組みをしなければ、

一部の意識の高い先生方で終わってしまってい

たところでしたが、学校内に広めることができ

ました。さらに良かったところは、学習委員会

を中心に学習に取り組むことができたことで

す。これをきっかけにさらに意欲につなげてい

きたいと思っています。 

 

藤原：「学びの基盤作り」の中で取り組んで来

たことなので、「Ｇアップシート」が単独でど

のくらい効果を上げてきたのかはわかりませ

ん。ただ、授業展開等で「Ｇアップシート」を

参考にしている様子が見られます。また、自学

する力が付いたということは言えると思いま

す。家庭学習や宿題は必ずやってきていますし、

これは「Ｇアップシート」によって培われた力

だと思われます。また、県学調の点数が上がっ

たというのは、「Ｇアップシート」がどの程度

影響しているかは定かではありませんが、はっ

きり言えることです。 

 

髙橋：継続してやることによって、生徒から「授

業がわかった」「前向きに取り組めるようにな

った」という声が聞こえてきたことが、一番の

成果ではないかと思います。授業の中で用いる

ことで、教えることがはっきりし、授業改善に

つながっているのではないかと感じています。

また、計算など前提となる部分で不足していた

所を補えているという部分で、スムーズに授業

が進んでいると思います。家庭学習の質的な向

上も成果としてあげられると思います。そして、

本校の学力向上の一つの柱とできたこと、他教

科の先生とも共通の話題で情報交換ができるよ

うになったという点が大きな良いところだった

と思います。 

 

福士：ありがとうございました。様々なお話を

三人の校長先生方からいただいてきましたが、

ここでフロアの方々からもたくさんお話をいた

だきたいと思います。何か質問ありましたらお

願いします。 

 

質問１：今日のお話で「学校ぐるみ」というの

がキーワードになっていて共感しています。そ

の中で、いろいろな考えのある先生方をどのよ

うにまとめていったのかという部分と、部活動

など忙しい中でどのように時間を運用していっ

たのかを教えていただければと思います。 

 

福士：大変重要な質問をいただいたと思います。

結果の部分だけでなく、過程の部分について教

えて欲しいということ、そして時間を生み出す

ためにどうやっているのかということをお話し



いただけますでしょうか。 

 

岩泉：部活動との兼ね合いですが、紫波町では

月曜日は部活動をしないという取り決めをして

います。そこで、月曜日の帰りの会を少し延長

するという形で本校では取り組んでまいりまし

た。もしそれがなかったら家庭学習のみで行っ

ていたのではないかと思います。 

 

藤原：「学習の基盤作り」は、小中連携の取り

組みの中に家庭学習というものがあったので、

全く何もないところから始めたわけではありま

せん。そのため、ベクトルとしては職員が同じ

方向を向いているという部分があったため、そ

れを活かして組織したという形です。時間運用

については「チョコ勉タイム」というものがあ

り、朝と昼休みの時間を詰めて、部活動には支

障がないように設定しました。 

 

髙橋：以前から清掃前の 10 分間の学習時間があ

り、それを活用しました。その時間を生み出す

ために１・２校時、３・４校時、５・６校時の

授業間を 10 分ではなく５分として時間を確保

しています。ただ、この時間設定の仕方が生徒

のためにいいのかどうかという面、先生方の事

務的な作業の時間の部分という面で、まだまだ

議論していかなければならない部分だと思いま

す。 

 

質問２：現場にはいろんな先生方がいるかと思

いますが、国数英以外の教科の先生方の、学力

向上に対する意識改革について教えていただけ

ればと思います。 

 

髙橋：本校では取り組みを始める前に、研究主

任から「チームで」という話がありました。国

数英の先生が中心とはなるのですが、印刷を行

ったり、国数英の先生が出張等でいないときは

丸付けや答え合わせ等を他の先生に行ってもら

ったりするなど、関わりを持ってもらう事で、

チームで動くという意識を作っています。また、

チームで動くことで、「学校全体の課題なのだ」

という意識を持ってもらうようにしています。 

 

藤原：「学習の基盤作り」というのが小中連携

で以前からありまして、それに乗っかっていく

という形でした。また、今年度は学校公開もあ

りましたので、上手く組み合わせて効果を上げ

ていかなければならないという思いを学校全体

で持っていました。そのため、新たに何かをと

いう状況ではありませんでした。 

 

岩泉：今質問がありましたことは、私も課題だ

と感じていました。本校では、職員が 50 名弱お

り、会議で話していても、全員が同じベクトル

を向いたかどうかは実感しにくい状況です。解

決策は見いだせていない所なのですが、私が心

がけているのは、授業を見に行くということで

す。その中で授業に前向きに取り組めない生徒

がいると、そのことについて先生方と話し、授

業改善の必要性を話しています。また、本校で

は研究として「協同的な学び」に取り組んでい

るところです。職員会議でも小グループの話し

合いを取り入れ、生徒にやらせたいことを、ま

ず職員でやってみるようにし、学び合いの研修

会としています。点数がとれればいいというも

のではないと思いますので、生徒が力を付けら

れるようにどう授業を変えていくかということ

を考えていく必要があると思います。 

 

福士：様々な質問ありがとうございました。今

後も、「いわてスタンダード」「Ｇアップシー

ト」に対する要望をたくさん寄せていただきた

いと思います。可能なものについてはどんどん

変えていきたいと思います。みんなでより良い

ものにしていくという姿勢でよろしくお願いし

ます。最後に、今日はあまり触れられなかった

「いわてスタンダード」は、どのように活用で

きるかを、私見でかまいませんので三人の校長

先生にお話しいただきたいと思います。 



髙橋：今日のいろいろなお話を聞いて感じたこ

とは、今までの本校での「Ｇアップシート」の

活用は、生徒の活用であることです。教師の活

用が十分に図られていないことが課題であると

気付きました。教師が授業に使う際にはその裏

付けとしてある「いわてスタンダード」を関連

付けて使っていく必要があり、それが本校の今

後の課題であると思います。 

 

藤原：指導要領をどんなに見ても、授業におけ

る具体の場面はなかなか見えてきません。その

時に「いわてスタンダード」を見ることで、各

単位時間での到達点を知ることができます。「Ｇ

アップシート」の根っこに「いわてスタンダー

ド」があることを理解して、使っていければと

思います。また、国数英以外の教科でもこのよ

うなものが作られればいいのではないかと思い

ます。 

 

岩泉：本校の実践発表の最後で、今後は｢Ｇアッ

プシート｣と「いわてスタンダード」をセットに

してねらうところに向かって行きたいという話

がありました。子ども達に付けたい力を「いわ

てスタンダード」という形でまとめて下さって

いますので、それを私たちが学び直すことで、

子ども達が積極的に取り組めるような授業を作

っていくことが必要だと思います。 

 

福士：ありがとうございました。「いわてスタ

ンダード」のもとになっているのは、国政研の

評価規準の作成例等です。この資料では、前回

は設定例でなく具体例となっていました。なぜ

かというと、前回は解説の内容を細分化して出

していたからなのですが、とても厚い資料にな

ってしまい、多くの学校で使われませんでした。

それで今回は、学習指導要領の指導事項レベル

で設定例を作ったのですが、それでは力のある

先生しか使いこなせないものになると、私は考

えていました。しかし、「いわてスタンダード」

では、そこをかみ砕いて明確化・焦点化・細分

化を図り、その上で具体的に示しています。そ

のため、「いわてスタンダード」は授業の改善

に大きく寄与するものなのです。そこを理解し

て、使っていくことが大事になってくると思い

ます。今日は三人の校長先生方から、意図的・

計画的な学校の戦略が必要なのだということを

学ばせていただきました。県教育委員会では、

学調等の結果から、先生方が「わかる授業」を

心がけるようになってきたが、子ども達の学習

内容の定着を図ることが課題であると考えてい

ます。そのような課題を克服するものとして「い

わてスタンダード」「Ｇアップシート」は有効

な手立ての一つではないかと思います。今回学

ばせていただいたことを、多くの学校で生かし

ていただくことを祈って、パネルディスカッシ

ョンを終了したいと思います。ありがとうござ

いました。 

「いわてスタンダード」とは 

学習指導要領及び、国立教育政策研究所が作

成した評価規準の設定例を基に、その単元にお

いて生徒に身に付けさせるべき力を「岩手の中

学生に身に付けさせたい力」として、明確化・

焦点化・細分化・具体化等をして示したもので

ある。 

＊「岩手の中学生に身に付けさせたい力」 

平成 18 年度は、生徒の学力的課題から指導内

容そのものの重点化を図り、それを「中核となる

力」と名付けた。しかし、今回の改訂に伴い、学

習指導要領の内容の重点化を図るのではなく、内

容のすべてを十分に身に付けさせたいとの考え

から、すべての内容を指導レベルで示すことと

し、それを「岩手の中学生に身に付けさせたい力」

と名付けた。「岩手の中学生に～」には、「岩手

の中学生に岩手の先生が願いを込めて設定した」

という意味が込められている。 

「Ｇアップシート」とは 

「いわてスタンダード」に示した「岩手の中

学生に身に付けさせたい力」と設問が、できる

だけ、１対１対応となるように工夫した評価問

題である。 



 


